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０．はじめに

１．子供が、問題を解決する

２．子供が、問題を科学的に解決する

３．子供が、理科を学ぶことの価値を自覚する

本日、お伝えしたいこと



０．はじめに

第３学年 「電気で明かりをつけよう」 ～光る〇〇を作ろう～

提案授業から伝わる主張点

（３）研究主題とのかかわり
① 単元構想の工夫
本単元の指導にあたっては，児童にとって意識することなく生活に溶け込んでいる身近な道
具のほとんどが電気によって動いていることに目を向けさせる。

第６学年 「水よう液の性質」 ～そうじのプロフェッショナルを目指そう～

（３）研究主題とのかかわり
① 単元構想の工夫
身の周りには様々な水溶液があるが，児童にとって身近ではなく，自身の生活との結び付
きがイメージしにくいと考えられる。そこで，単元の導入時に学校や家庭での掃除について触れ，
まずは掃除についての生活経験を想起させることから学びをスタートする。



０．はじめに

変化が激しく、あらゆるものを取り巻く環境が複雑性を増し、
想定外の事象が発生する将来予測が困難な状態

U C AV

Volatility（変動性）
Uncertainty（不確実性）
Complexity（複雑性）
Ambiguity（曖昧性）



０．はじめに

サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステ
ムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会（Society）

Society 5.0



１．学習指導要領について

新しい時代の教育の在り方について

学校教育には、

〇 子供たちが様々な変化に積極的に向き合い、他者と協働して課題を解決
していくこと
〇 様々な情報を見極め、知識の概念的な理解を実現し情報を再構成する
などして新たな価値につなげていくこと
〇 複雑な状況変化の中で目的を再構築することができるようにすること

が求められている。

□ 厳しい挑戦の時代
□ 複雑で予測困難な時代
□ 変化が激しく予測困難な時代
□ 社会構造等の急速な変化による予測困難な時代

幼稚園教育要領解説 平成30年2月
小学校（中学校）学習指導要領（平成29年告示)解説 総則編

高等学校学習指導要領（平成30年告示)解説 総則編
特別支援学校教育要領・学習指導要領解説総則編 （幼稚部・小学部・中学部）平成30年3月

学習指導要領解説 総則編を「時代」で検索すると･･･



１．学習指導要領について

新しい時代の教育の在り方について

教育課程全体を通して育成を目指す資質・能力

ア 「何を理解しているか、何ができるか」

中央教育審議会答申

生きて働く「知識・技能」の習得

イ 「理解していること・できていることをどう使うか」

未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」の育成

ウ 「どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか」

学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」
の涵養

「生きる力」の具体化



２．小学校理科の目標について

自然に親しみ、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通し
て、自然の事物・現象についての問題を科学的に解決するために必要な資質・能力を次のとお
り育成することを目指す。
（１） 自然の事物・現象についての理解を図り、観察、実験などに関する基本

的な技能を身に付けるようにする。
（２） 観察・実験などを行い、問題解決の力を養う。
（３） 自然を愛する心情や主体的に問題解決しようとする態度を養う。

自然に親しみ、見通しをもって観察、実験などを行い、
問題解決の能力と
自然を愛する心情を育てるとともに、
自然の事物・現象についての実感を伴った理解を図り、

科学的な見方や考え方を養う。

旧 学習指導要領での目標

現行 学習指導要領での目標

【改訂の要点】
○小学校理科で育成を目指す資質・能力を育む観点
→ 自然に親しみ、見通しをもって観察、実験などを行い、その結果を基に考察し、
結論を導きだすなどの問題解決の活動を充実

○理科を学ぶことの意義や有用性の実感及び理科への関心を高める観点
→ 日常生活や社会との関連を重視する方向で検討



３．問題解決について

自然に親しみ、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通
して、自然の事物・現象についての問題を科学的に解決するために必要な資質・能力を次の
とおり育成することを目指す。
（１） 自然の事物・現象についての理解を図り、観察、実験などに関する基本的な技

能を身に付けるようにする。
（２） 観察、実験などを行い、問題解決の力を養う。
（３） 自然を愛する心情や主体的に問題解決しようする態度を養う。

問題を 解決する…とは？科学的に
重要キーワード：実証性、再現性、客観性など
■ 実証性
→考えられた仮説が観察、実験などによって検討することができるという条件
■ 再現性
→仮説を観察、実験などを通して実証するとき、人や時間や場所を変えて複
数回行っても同一の実験条件下では、同一の結果が得られるという条件

■ 客観性
→実証性や再現性という条件を満足することにより、多くの人々によって承認
され、公認されるという条件



３．問題解決について

自然に親しみ、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通
して、自然の事物・現象についての問題を科学的に解決するために必要な資質・能力を次の
とおり育成することを目指す。
（１） 自然の事物・現象についての理解を図り、観察、実験などに関する基本的な技

能を身に付けるようにする。
（２） 観察、実験などを行い、問題解決の力を養う。
（３） 自然を愛する心情や主体的に問題解決しようする態度を養う。

知識及び技能

■ 自然事象に対する基本的な概念や性質、規則性の理
解
■ 問題を科学的に解決するために必要な観察・実験等の
基礎的な技能（安全への配慮、器具などの操作、結果の
記録）



３．問題解決について

自然に親しみ、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通
して、自然の事物・現象についての問題を科学的に解決するために必要な資質・能力を次の
とおり育成することを目指す。
（１） 自然の事物・現象についての理解を図り、観察、実験などに関する基本的な技

能を身に付けるようにする。
（２） 観察、実験などを行い、問題解決の力を養う。
（３） 自然を愛する心情や主体的に問題解決しようする態度を養う。

思考力、判断力、表現力等

（各学年で主に育てたい力）
３年：差異点や共通点を基に、問題を見いだす力
４年：既習の内容や生活経験を基に、

根拠のある予想や仮説を発想する力
５年：予想や仮説を基に、解決の方法を発想する力
６年：より妥当な考えをつくりだす力



３．問題解決について

その問題は、観察や実験で確か
めることができるのかな？

その方法で、自分
たちの予想や仮説
を確かめることがで
きるのかな？

みんなが納得し
た考えになってい
るかな？

できるだけたくさん
の結果を基に、考
えているかな？

差異点や共通点を基に、
問題を見いだす

既習の内容や生活経験
を基に、根拠のある予想
や仮説を発想する

予想や仮説を基に、
解決の方法を発想する

より妥当な考えをつくりだす

自分たちの予想
に立ち戻って考え
ているかな？

その予想は、観察や実
験で確かめることがで
きるかな？



３．問題解決について

自然に親しみ、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通
して、自然の事物・現象についての問題を科学的に解決するために必要な資質・能力を次の
とおり育成することを目指す。
（１） 自然の事物・現象についての理解を図り、観察、実験などに関する基本的な技

能を身に付けるようにする。
（２） 観察、実験などを行い、問題解決の力を養う。
（３） 自然を愛する心情や主体的に問題解決しようする態度を養う。

学びに向かう力、人間性等

■ 生物を愛護する態度、生命を尊重する態度
■ 意欲的に自然の事物・現象に関わろうとする態度
■ 粘り強く問題解決しようとする態度
■ 他者と関わりながら問題解決しようとする態度
■ 学んだことを自然の事物・現象や日常生活に当てはめて
みようとする態度 など



３．問題解決について

問題解決の力

学びに向かう力、人間性

？

！

解決したい問題の設定

予想や仮説の設定
検証計画の立案

結果の処理
考察

結論の導出

観察、 実験の
実施

技能

知識



３．問題解決について

子供たち一人ひとりに個別最適化され、創造性を育む教育ICT環境の実現に向けて、令和元年12月19日、文部科学大臣を本部長とす

る「GIGAスクール実現推進本部」を設置

○ Society 5.0時代を生きる子供たちにとって、教育におけるICTを基盤とした先端技術等の効果
的な活用が求められる一方で、現在の学校ICT環境の整備は遅れており、自治体間の格差も大き
い。令和時代のスタンダードな学校像として、全国一律のICT環境整備が急務。

○ このため、１人１台端末及び高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備するとともに、並行
してクラウド活用推進、ICT機器の整備調達体制の構築、利活用優良事例の普及、利活用の
PDCAサイクル徹底等を進める

GIGAスクール構想とは・・・

I G AG
GIGA = Global and Innovation Gateway for All



３．問題解決について

問題解決の力

解決したい問題の設定

予想や仮説の設定
検証計画の立案

結果の処理
考察

結論の導出

観察、 実験の
実施

？

！

自然の事物・現象

学びに向かう力、人間性

技能

知識



３．問題解決について

ズ
レ
＝
問
題

現在の状況

望ましい状況
（思いや願い）

対象に対する
認識

ズレ＝問題

■ 学習の基盤となる資質・能力
・ 言語能力
・ 情報活用能力
・ 問題発見・解決能力

■ 現代的な諸課題に対応して
求められる資質・能力

■ SDGs
（持続可能な開発目標）

■ STEAM教育
（各教科での学習を実社会で
の問題発見・解決にいかしてい
くための教科横断的な教育）

因果関係を絞って追究
（科学的なアプローチで解決する）

因
果
関
係
が
複
雑

【小学校理科】
自然の事物・現象についての問題を科学的
に解決するために必要な資質・能力の育成
を目指す
⑴ 知識及び技能
⑵ 思考力、判断力、表現力等
⑶ 学びに向かう力、人間性等

コロナ禍で行動が制限されている。

また、以前のような状態に戻ってほしい。

これまでの
コロナウイルスの性質

新型の
コロナウイルスの性質



３．問題解決について

ズ
レ
＝
問
題

現在の状況

望ましい状況
（思いや願い）

・ 知識を更新し、理解を深めることの価値
・ 一緒に問題を解決してくれる仲間の価値
・ 成長した自分の価値
・ 熱中できる対象の価値
・ 生活や人生を豊かにしてくれる、理科の学
習で得たこと（内容・方法）の価値
・ 自然の価値




